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 平成 28 年 1月 11 日(月)、マツダ R&D

センター横浜を会場として、日本機械

学会 デザイン科学研究会の 2015 年度

活動：「デザイン塾：マツダが挑む！タ

イムアクシスデザインの創験」が開催

されました。本活動は、デザイン科学

研究会、日本設計工学会 研究調査分科

会、日本デザイン学会 デザイン理論・

方法論研究部会、デザイン塾の共催に

より行われました。本塾は、「マツダの

クルマづくり」（第１部）、「未来モビリ

ティ創生プロジェクト」（第２部）、お

よび「マツダ R&D センター横浜見学会

＆懇親会」（第３部）の３部構成で開催

されました。 

はじめに、デザイン科学研究会主査

の松岡より、“タイムアクシスデザイ

ン”の文脈や理念について説明がなさ

れ、同デザインに関するショートムー

ビーも放映されました。 

第１部においては、マツダ株式会社 

藤田健二氏と高見明秀氏にご講演いた

だきました。R&D 横浜業務グループマ

ネージャである藤田氏からは、「マツダ

R&D センター横浜の紹介」というタイ

トルで、R&D センター横浜の沿革や業

務内容について説明がなされました。

また、技術研究所副所長である高見氏

からは、「マツダのクルマづくり」とい

うタイトルで、SKYACTIV TECHNOLOGY

や魂動デザインを中心に “走る歓び”

と“優れた環境安全性能”を実現する

ためのモノ造り革新への取り組みにつ

いて概説されました。 

第２部においては、マツダ株式会社

古郡了氏より、「タイムアクシスデザイ

ンの考え方に基づく価値成長モビリテ

ィの提案」というタイトルで、ご講演

いただきました。使えば使うほどユー

ザにとっての価値が成長する価値成長

デザインの概念やこれに基づくモビリ

ティシステムに関する話題を中心にご

説明いただきました。また、価値成長

モビリティの中核を成すコアモジュー

ルシステムとこれを実現する創発型制

御システムの概要が説明されました。

ご講演後の聴講者との質問＆ディスカ

ッションにおいては、ユーザの価値観

や嗜好に合わせたモノづくりへの期待

や、サービスシステムを用いた新たな

ビジネスへの可能性に関するトピック

を中心に活発な議論が行われました。 

第３部においては、過去・現在・未

来の車両の見学会が行われ、過去から

現在までに至るマツダのクルマづくり

を実感できる有意義な見学会となりま

した。また、並行して行われた懇親会

においても多数の方々にご参加いただ

き、異なる領域の方々の交流を深める

場となり、盛況のうちに終了いたしま

した。 

 本活動においては、デザインに関わ

る研究・教育者の方 （々青山学院大学、

秋田大学、関東学院大学、慶應義塾大

学、神戸大学、埼玉大学、産業技術大

学院大学、首都大学東京、Stanford 

University、東海大学、東京工科大学、

東京工業大学、東京造形大学、東京大

学、名古屋学芸大学、日本カラーデザ

イン研究所、日本大学、文化学園大学、

北海道立総合研究機構）、実務者の方々

（IBM、(株)アクシス、NEC、 OPTIS、

カシオ、(有)佐久間商品企画、(有)産

業デザイン・ジップ、シチズンホール

ディングス(株)、新明和工業(株)、生

物建築舎、ソニー(株)、ダイキン工業

(株)、(株)ダイセル、TDK(株)、テシマ

デザインスタジオ、テネコジャパン

(株)、(株)東芝、(株)東芝電力システ

ム社、トビー工業(株)、日刊工業新聞、

(株)一、平岡・ケイヤイマー事務所、

(株)ファシオネ、富士ゼロックス、プ

ロセス設計塾、(株)堀場製作所、マツ

ダ(株)、メガロ化工(株)、リオン(株)、

(株)リコー）、学生を含む 90 名を超え

る多くの方にお越しいただき、タイムア

クシスデザインについて活発な議論が行

われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高見明秀氏による講演の様子 

古郡了氏による講演の様子 

会場の様子 

藤田健二氏による講演の様子 

見学会の様子 


